
西区の魅力
「農産業と文化の発見」

　市民の皆さんは西区・北区の魅力を散策する手立て
も少ないのが現状です。昨年６月の一般質問では、魅力
ある活動や事業、歴史的建造物
の散策を検討すべきと、質問致し
ました。大人旅は好評であり検討
するとの見解でした。今後とも活
性化策を提案します。

ＫＯＢＥの
魅力と安全を
次世代に
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バスの待ち時間を
楽～うに過ごそう

　超高齢化社会を迎える中で公共交通を利用する市民
が増加してくると思われることから、バス停留所のテント・
ベンチの設置状況について調査
し、利用しやすいバスの環境づくり
に取り組んでいます。結果、１停留
所でベンチが、１停留所でテントが
設置されることになりました。

利便性の高い、
住み良い
北区の
まちづくり
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私たちが求める
家族支援

　家族支援政策の勉強会を複数回行った。精神に特化
した訪問看護ステーションの方を招いた際『事業は２４
時間・３６５日、利用者に寄り添うこ
とを原則とし、特に在宅訪問に力
を入れ、利用者や家族の社会参
加を目指す』と聴き、改めて支援
実現への意欲が湧いた。

未来を見据えた
創造ある
街づくりを
進めます
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「グリーフケアを知っていますか？」
神戸でグリーフケアの普及を！

　『グリーフ』とは悲嘆のこと。犯罪や事故、自死や災害
などで親しい人を失くされた方々、子供たち。その心に
寄り添い、支える人（ケアラー）を
神戸市民の中で育てていきた
い。議会ではグリーフケアの必要
性を訴え、専門家から学ぶ講座の
開催が拡充されました。

行動力！
愛する神戸の
ために
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障害をもつ人の
立場に立ったまちづくり

　障害を持つ人の立場に立った政策の中で、耳の障害の
有無にかかわらず誰もが十分にコミュニケーションを図
れる地域社会を目指して「みんな
の手話言語条例」を２月定例市会
で議員提案しました。これをきっか
けにすべての障害者施策の推進
に繋げていきたいと思います。

常に
市民目線で、
ひとりひとりを
大切に
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神鉄粟生線活性化応援企画！
粟生線沿線の魅力再発見ツアー！

　9月21日にツアーを実施。移動手段は徒歩と「みっ
きぃバス」を利用し、三木城址、金物資料館、三木山森林
公園、湯の山街道を巡りました。
これからも粟生線を将来に残し
ていくため、更なる活性化をめざ
して沿線の魅力を再発見するツ
アーを企画していきます。

働きやすく
住みやすい
まちづくり！
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神戸医療産業都市を、
より身近に感じられるように！！

　市会ニュースで、特集号「切らないがん治療につい
て」などを作成し、広報を行うと共に、医療クラスターの
神戸低侵襲がん医療センター院
長、（公）神戸国際医療交流財団
理事長のご講演を交えた市政報
告会を開催しました。

医療を核に
雇用と福祉が
生まれるまち！！
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王子動物園を活用した
地域の活性化

　王子動物園をもっと地域の皆さんに親しんでいただ
けるように、動物園のホールなどの利用も増やすととも
に、多くの方々にその取り組みを
知っていただけるように広報活動
を続けています。これからも、周
辺地域の活性化につながる活動
に努めてまいります。

人にやさしい・
思いやりのある
街づくり
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須磨ニュータウンの高齢化、少子化、
空洞化(人口減少)に歯止めを！

　昨年9月の決算定例市会本会議で、須磨区の高齢化、
少子化、人口減少問題について質疑を行い、久元市長か
ら高齢化等の課題や地域活動が
活発で街づくりへの意識の高い
須磨区高倉台で、ワークショップ
を立ち上げ具体的な取組みの検
討を進めていくと答弁を頂いた。

「公平・
公正な社会」
の実現を
目指します！
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神戸のまちを
外国人目線でチェックしよう

　外国人が「一人歩き」できるまちは市民にとっても歩
きやすく住みやすいまちであるという視点から、案内表
示、インフォメーションセンター
の使いやすさ、WIFI対応、バリア
フリー対応、宗教上の制約のある
食事への対応などを調査し、市会
でも質問し提言しました。

家族と地域の
ちからを
神戸の未来へ
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「日本一のフカフカの運動場」を
整備します！

　平成２６年度は、予算額14,790千円を確保して、
小学校7校（だいち、妙法寺、白川、西落合、伊吹西、高丸、
星和台）中学校３校（高倉、長田、
長峰）の運動場の真砂土の入れ
替え、表層掻き起こしを行い、フ
カフカの運動場になりました。

学力向上で
「教育日本一
のまち神戸」
の実現
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「まさか」に備えよう！
　震災20周年を迎えるにあたり、改めて防災の「自助」
「近助」について考える活動をしてきました。行政と共に
「防災の日常化」を検討中です。
引き続き、出張相談会を開催し、
耐震化や危険家屋などの課題に
取り組み、安全で住みやすいまち
づくりを目指します。

若者たちに
とっても、
魅力ある街に！
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1944年生まれ。岡山
私立関西高等学校卒
業。大阪経済大学Ⅱ
中退。1962年神戸
市役所に勤務。1995
年初当選。

pro�le

旧川崎車輛に入社、
兵庫県技能顕功賞受
賞、長期滞在(鉄道)
を経験。2007年初当
選、委員長(２回)・副
委員長歴任。

岩田 よしあき
いわ た

pro�le

谷上小,山田中,夢野
台高,ノートルダム清
心女子大卒。中学校
教諭、小学校、大学で
の勤務を経て2011
年初当選。

pro�le

1991年初当選。議
長等の経験を活かし、
市民課題を政策にま
とめ、事業に反映で
きる政策力を高めま
す。

pro�le

1974年生まれ、41
才。北五葉小、鈴蘭台
中、兵庫高、立命館大
法学部卒。社労士、行
政書士、宅建主任者。

pro�le

1954年10月31日
生。愛媛県立川之石
高校卒 2003年初当
選。地域活動 青少年
育成協議会高丸支部
長 保護司。

pro�le

神戸高校、早稲田大
卒。鹿児島県人会相
談役など。1979年初
当選。2003年副議
長。摩耶・六甲の活性
化に注力。

pro�le

1982年関学大理学
部卒。同年三菱重工
業(株)神戸造船所に
入社。システムエン
ジニアとして勤務。
2003年初当選。

pro�le

長田高校、大阪大学
法学部卒。
ソニー株式会社女性
初の海外営業担当。
ボランティア通訳。
一男二女の母。

pro�le

ヴィッセル神戸を支
援する議員の会副会
長、三菱重工神戸
サッカー部部長、法
務省保護司、兵庫盲
導犬協会顧問。

pro�le

大教大附属天高、甲
南大卒、神戸商大修
士修了。震災後「がん
ばろう!!神戸」で活動。
震災復興記念事業に
従事。

pro�le

神戸市の小学校教諭
として16年間、子ど
も達の教育に携わり
ました。この経験をい
かして、頑張ります。

pro�le

小さな小さな
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　日本だけでなく世界でも高齢化社会が進みつつある中、日本が高齢化社会のモデルとなり得れば、産
業の基盤になる可能性を秘めています。神戸はこれまでいち早く福祉の街の理想を追い求め、しあわせ
の村を創造した自治体です。自信を持っていま一度「世界の中の神戸」を意識し、足りないものは補い、誇
れるものは磨きをかけて、競争力を培っていかなければなりません。
　私たち議員団は、世界との競争や交流、世界の中の神戸を意識した視点で活動してまいります。

民主こうべ政策議員団

　イギリスの訪問型家族支援プログラムは「統合失調症の
研究において、本人だけに対する支援より家族全体を支援
した方が効果が高い」という検証結果をもとに実践されて
おり、摂食障害、うつ病や認知症についても効果があるとい
う研究成果も出ております。
　この治療法について多くの方々にも知っていただきたい
と神戸で紹介セミナーを開催し、勉強会を重ねてきました。
　神戸市では、長田区において「認知症初期集中支援チー
ム」の派遣がモデル実施されています。区役所などの来訪
に困難を来す認知症の方のご家庭に直接支援員が派遣さ
れる点が、ご家族の方にとって有益であると思います。今後
は全市に拡充される予定です。

訪問型障がい者家族支援

　私たち議員団は、宿泊・滞在型の街に育てていくことを目的に、「光の都」神戸として、神戸の夜景や景観を更に魅力あるも
のにしていくことを提言してきました。現在、「神戸大橋のライトアップ」や「フラワーロード光のミュージアム」を始め、フルー
ツフラワーパークや水族園のライトナップなど、実現へと大きく前進することができました。これからも、「光の都」神戸の実
現を目指して、更なる光の輪を広げていきたいと思っています。

　日本では1933年に手話が禁止となり、
1993年に再開されるまでの60年間、使用
が認められませんでした。そのため、ろう者
の方々にとって言語の獲得・習得は困難であ
りました。
　現在、障害者の権利に関する条約や障害
者基本法において、手話は言語として位置
付けられています。私たち議員団は、自治体
で初めて手話言語条例を制定した鳥取県を
昨年夏に訪問し、調査を行いました。
　神戸市では、神戸市会／与党４会派で「手
話言語条例」の制定にむけた検討会を立ち
上げました。議論を重ねた結果「みんなの手
話言語条例」を議員提案し、2015年４月の
施行、６月議会から手話通訳の導入を目指し
ています。

　神戸市の小・中学校の図書館には、これまで司書の配置が
行われていませんでした。他都市の図書館などを訪問して、
学校図書館への司書配置は授業での図書館活用を促し、子
どもたちを本好きにする大きな力があると感じ、配置を訴え
てきました。
　その結果２０１４年度は３０校に配置されました。早速配置さ
れた学校を訪問し、活動の様子や今後の課題などを調査し
てきました。早期の全校配置を継続して要望していきます。

学校図書館司書の配置

　神戸を訪問する台湾からの観光客は増加傾向にあります。今年日本で封切りさ
れた映画「KANO」の影響により、甲子園を訪問する観光客も増えたそうです。
　台湾の新竹県と有馬は、温泉で名高い観光地です。お互い温泉を中心に観光で
連携しようと、新竹県と有馬観光協会は昨年10月29日、友好交流推進の協定を
結びました。
　神戸と台湾は華僑の方々を中心につながりを育んできており、議会もその努力
を続けてきました。今後、観光はもちろんのこと、産業・文化・人的交流の面でも連
携をさらに掘り下げ、強めていきたいと思います。

台湾との観光・都市間交流
　２０１３年１２月、神戸市とハイフォン市は「総合交流促進に関する覚書」に調印し、港
湾や経済分野での相互交流に力を入れています。現在、ハイフォン港のオペレーショ
ン効率化のため、神戸港に関わる企業が連携して、技術協力を行っています。
　私たち議員団では、久元市長の親書を携えてハイフォン市政府を訪問し、相互交流
事業の更なる促進に向け、貿易関連事務所や進出企業などの調査を行いました。
　ハイフォン市からは教育のインフラ支援の要望を受け、神戸市教育長に取り組みの
推進を要請いたしました。交流に伴う国際貢献や経済面での活性化のため、今後もパ
イプ役としての役割を果たしていきたいと思います。

ベトナム／ハイフォン市との
相互交流に向けて

講演「精神に障がいのある人とその家族への支援」
2014.5.15

有馬温泉と
新竹県温泉との
友好交流に関する
協定書を締結

ハイフォン市人民委員会訪問
2014.7.29

　６月から定期的に市内をまわ
り、市政報告を行っています。市
民のみなさまから直接貴重なご
意見を多数いただいており、今後
の政策に反映すべき課題として
取り組んでいきます。

　危険ドラッグ条例が兵庫県議会で成立し、２０１４年１２月より施行されています。
　私たち議員団では、危険ドラッグ条例で先行する和歌山県に調査に出向き、意
見を伺ってきました。調査結果を踏まえ、兵庫県が実施していた条例案への意見
募集に対し、未成年対策の強化を求めるなど意見を提出しました。その結果、購
入時の誓約書に保護者の許可が必要となり、実質的に未成年購入禁止に相当す
るものとなりました。
＊条例成立を受け、危険ドラッグの危険性を訴えると共に、条例の内容について
街頭で報告を行いました。

危険ドラッグ条例が成立！

神戸イルミナージュ（フルーツフラワーパーク）

神戸ろうあ協会との懇談会 2014.10.24

鳥取県庁にて 2014.8.12

　私たち議員団では、今年度、神戸市
の主要事業の推進や市民福祉の向上
を目指す、８つの大きな政策目標をた
て、久元市長に要望しました。

大きな政策目標
     神戸医療産業都市から生まれる医療福祉都市の街
     ノスタルジー神戸を継承しながら世界の未来創造都市を目指す街
     子育て一番、働きやすさ一番、活動シニア一番の街
     神戸で育って良かったと未来の大人に想ってもらえる街
     地域から人材が育ち、巣立っていく街
     農業・水産業に重点を置いて、環境と共生できる街
     身体も心も地域もバリアフリーの街
     震災の経験が活きる未来防災と国際貢献ができる街

市長に要望
しました！
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摩耶小学校学校図書館司書の方と
2014.12.16

本文は、民主こうべ政策議員団ホームページでご覧いただけます。
http://www.minshu-kobe.jp/report/news/entry_file/H27youbou.pdf

みんなの手話言語条例

「光の都」神戸、実現へ前進

神戸大橋ライトアップ（写真提供：神戸市）
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神戸・台湾の絆をあらわ
す記念植樹式に台湾の
観光キャラクター
「Oh!Bear」オーベアー
と神戸の「KOBEAR」
コーベアーも参加
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